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D.H.K.(Dihydroergo kryptin methansulphonat) 
ピレチアジン及びオピスタン，に依る強化麻酔の経験
を報告した．此の D.H.K.カクテルは強化麻酔に著し
い効果を示すものと認め，ウインタミンカクテル（カク
テルMi）と比絞してD.H.K.カクテ ·＇~は①血圧の振幅
に余り変化なく安定している事，②著しい頻除を示す
事がない事，③呼吸数が減少しない事，＠全麻をかけ
易い等の理由から D.H.K.カクテルの方が使い易いと
考える．投与方法は主として術前夜ピレチアジン 50
mg，フェノパルピタールO.lg（内服）＇術前 3時間ピ
レチアジン501r.g、アトロピン0.5mg（筋注し術的1時
間D.H.K.0.3mg，ピレチアジン50mg，オピスタン105
mgのカクテル筋射を行っているが，禁忌と共に症例
を重ねより良き結論を得たいと念願している．
追加 米子縛愛国中廠介
強化麻酔にエーテル麻酔を併用する場合エーテルの
量を節減出来ることは我々も経験して居るがこの場合
筋5猷愛が充分に得られないのでs.c.c.を40mgカクテ
ルに加えて点滴すると充分な筋池緩が得られるので追
加する．
自助 肉麗と診断白された左鎖骨下部血液嚢腫
（非真性）の 1例について
外 E 戸部隆吉
62才の女子， 4年前始めて郷指頭大の無痛性騒療を
左鎖骨下部に気附いたが，自覚症状がない為放置して
いた所， 1年前から急速に桶大し手拳大に及び左肩左
側胸部に索引痛をおぼえる様になり来院す．既往歴
に特記すべきものはないが I年前同却に打撲をうけた
ことがある．腫癒は手拳大，半球状p 表面平滑，境界
明瞭，硬度予事性硬，軽度の波動車：認められる．増大速
度及ぴ触診所見かち肉腫と診断，術前穿刺によって始
めて血液嚢彊が疑れた．全易日出された腫癌は子参大に
及ぷ静脈血を内容とする単房性の褒腫で左鎖骨下静脈
の分小枝と交通がある．嚢腫号室は組緋学的には細胞成
分の少し、結合織から成り，内面には一層の上皮細胞腐
を有し，同l1fi栄養Jil管でない比較的大きい血管を有す
る．尚弾力線維は認められない.lWち鈴派壁でなく従
ってJI:真1生血液褒重である．その戎因は不明である
がp 恐らく以前から過誤腫として存在した獲盛に外傷
によって血管が破れ，血管と交通を有する血液褒彊と
なったと恩われる．
OD 肝包虫嚢腫症の 1例
米子博愛病諸外科 黒田秀夫，問中庸介
終戦時外業古に抑m生活を送り犬そのi也の動陶の生
肉を食した31才の男子が帰国後上腹；郊膨墜と疹痛を主
訴として来院した．
腹部には巨大な肝腫を認め，肝機能障碍3 好連安球僧
多もあり，その他倹査の結果肝包虫症を疑い手術を施
行して之を確め得た．感染経路は外霊長古に於ける犬肉
の生食により体内に六鈎幼虫を摂り入れたと推定する
のが最も妥当の様である．
肝には五個の内生水胞性婿粒虫を認め之を射出して
母包虫内に発育せる多数の娘包虫と，之に附属せる頭
節を得た．尚X線的に両肺とも包虫と恩われる陰影を
認めるが＇t疾中には頭節を認めない．
我圏に於ける包虫症はその数が少し全て単房性包
虫であり礼文島系に属するものには多房性のものも発
見せられているが，最近の報告数例はいずれも外地引
揚者で国外において感染したと推定されるものが多い
G2l 胃内迷入解か？
外 I佐々木貞明・
胃内に存する副枠ーは比鮫的稀なものとされている
が，最近吾々の経験した例で，胃潰疹症状を訴えて来
た患者が，手術の結果胃小轡側に桃実大の正常な粘獲
を被った半球状の腫疹を認めたが，これは組織学的に
Adenomyomaを思わせる部と更に Sarcomaを思わ
せる部とあったが， Busard等の説よりするとこれは
恐らく胃内に迷入した制勝であろうと考えられる．
(]3) アメーパ性肝膿蕩の 1例
国立篠山岸本秀雄・梅林司・森口良清・
我々は34才農夫に於いて，アメーパ性肝膿場を素因
として，肝破裂を来たし，而も膿蕩自体は未穿孔であ
って，大出血が症状を支配した l例を報告し，本症例
に於ける経験からp 一般にアメーパ性肝膿蕩は，必し
も毎常癒着の存在を期待出来ず，亦排盟豊後に多量の胆
汁排出を来す事のある点に留意し， 一方抗生抗菌剤の
存在を併せ考え，従来の保存的療法（エメチンと吸号｜の
併用法）を排し，外科的関欽療法が合理拘且つ安全な
る事を指摘し，加えて，上腹部（一般に腹蔀）排波法に
ついて吟味し，腹部排膿法はゴムドレイン管挿入のみ
による減圧法たる可き事を提唱した．
